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【緒言】幼児虐待（child・abuse：以下CAと略記）
の現状と問題点を挙げ、CAの早期発見および再発防
止という観点から、今後、医療機関がとるべき対応に
ついて法医学的立場から検討した。
【CAの現状】全国の児童相談所調査による被虐待
児数は年間約2千人（5年前より約5倍増加）と言われ
ているが、その実態は殆ど把握されていないのが現状
である。一方、CAに対する医療機関の対応も各機関
または各医師によって様々である。CAで死亡した児
の司法解剖数は年平均30例前後で、これも1970年代
と比較すると倍増している。
【CA対策における法的問題点】現行刑法では
CAに対する規定はない。児童福祉法第25条は要保
護児童発見者の通知義務が規定されているが、本法は
誤通報や秘匿義務に対する免責保証等が確立されてい
ないためCAの通知を徹底させることは困難である。
CAの実態把握および被虐待児の救護のためには諸外
国に準じた法律の制定が不可欠と考えられる。
【CA対策における医療機関の使命】
1）CAの早期発見：医療機関に被虐待児が訪れる
ということは、「家庭内」で起きたCAが児の受診を
介してはじめて「家庭外」に持ち出されることを意味
し、CAの早期発見にとっては絶好のチャンスと言え
る。診療する医師は、1）付き添いの言うことを鵜呑
みにしない、2）親の不審な言動に注意する、3）治
療の必要がない創傷にも留意する、4）当該創傷が医
学的・成傷機序的に矛盾がないかを検討する、等の配
慮が必要であろう。
2＞CAの再発防止＝CAの再発を防止するために
は、単に被虐待児を治療するだけでなく、児をとりま
く環境全体を心理・社会的な側面から援助することが
必要である。すなわち、一人の医師にすべての責任を
負わすのでなく、小児科医、精神科医、看護婦、保健
婦、ソーシャルワーカー等からなるチームによって機
関ぐるみでCA症例に取り組み、その上で児童相談所
などの公的機関との連携を密にすることが必要と思わ
れる。
　コンサルテーション・リエゾン精神医学とはZ．
J．Lipowskiによれば、臨床精神医学の一領域であ
って、総合病院の精神科以外の部門における精神
科医、精神科ソーシャルワーカー、精神科看護婦
の診断的、治療的、教育的、研究的活動のすべて
を含む。コンサルテーションとは要望があったと
きに患者の精神状態や行動に関する専門的診断と
処置の助言であり、リエゾンとは効果的な活動を
目的とする医療チームのみならず患者、家族との
連携をはかることである。
　近年、総合病院における精神科医の必要性は増
大しっっある。医療技術の進歩からICUやCC
Uによる集中管理、人工透析、臓器移植等が可能
になったが、それに伴う様々な精神医学的、社会
心理学的問題が発生してきている。さらに高齢者
や心身症領域の患者の増加、高度先端医療に伴う
専門化によって全人的医療が要請されている。
　当科においても従来から「ミット」と言う形で
コンサルテーション・リエゾン・サービス（以下
CLS）を行ってきたが、平成6年度より単に他
科入院中の精神障害者の診療に当たるだけでなく
専従班を置いて活動を充実させることになった。
そこで今までのCLSを再検討し、今後の活動方
針をたてるため、現状調査の一つとして臨床各科
の医師にアンケートを行ない、その結果をまとめ、
考察を加え、報告する。
　アンケートは無記名で東京医科大学病院本院の
臨床全科に依頼し、72件の有効回答を得た。回
答者の平均経験年数は9．58±3．82年であ
る。今までのCLSに79．2％が満足と答え、
16．7％が不満であると答えていた。また95．
8％がこれからのCLSに期待しているという結
果であり、今後、その期待に応えるべくCLSの
改善をはかっていきたい。
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